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楽曲解説 / Program Notes

In  2011, the  Tokyo Phi lharmonic 
Orchestra celebrated its 100th anniversary 
as Japan’s first symphony orchestra. With 
more than 150 musicians, TPO performs 
both symphonies and operas regularly. This 
season, TPO is proud to have appointed 
Maestro Mikhail Pletnev as Special Guest 
Conductor and Maestro Andrea Battistoni 
as  Pr incipal  Guest  Conductor. TPO 
Honorary Conductor Laureate, Maestro 
Myung-Whun Chung, has been conducting 
TPO since 2001.

TPO has established its world-class 
reputation through its subscription concert 
series, regular opera and ballet assignments 
at the New National Theatre, and a full, 
ever in-demand agenda around Japan and 
the world, including broadcasting with 
NHK Broadcasting Corporation, various 
educational programs, and tours abroad 
such as the “Friendship Tour for the 
Future” in Korea and China with Maestro 
Myung-Whun Chung (2005) and the Asia 
Orchestra Festival invited to represent Japan 
by Daegu City, Korea (2013). In March, 
2014, TPO became a global sensation in 
its centennial world tour of six major cities: 
New York, Madrid, Paris, London, Singapore 
and Bangkok.

TPO has partnerships with Bunkamura 
Orchard Hall, the Bunkyo Ward in Tokyo, 
Chiba City, Karuizawa Cho in Nagano and 
Nagaoka City in Niigata.

1911年創立。2011年に日本のオーケストラと
して最初の100周年を迎えた、日本で最も長い歴
史をもつオーケストラ。メンバーは約140名、シン
フォニーオーケストラと劇場オーケストラの両機能
を併せもつ。桂冠名誉指揮者はチョン・ミョンフン。
2015年4月より、ミハイル・プレトニョフを特別客演
指揮者に、アンドレア・バッティストーニを首席客演
指揮者に迎えた。

Bunkamuraオーチャードホール、東京オペラ
シティ コンサートホール、サントリーホールでの定
期演奏会を中心とする自主公演、新国立劇場を
中心としたオペラ・バレエ演奏、『ニューイヤー・オ
ペラコンサート』『題名のない音楽会』『東急ジル
ベスターコンサート』などの放送演奏により全国の
音楽ファンに親しまれる存在として、高水準の演
奏活動とさまざまな教育的活動を展開している。

海外公演も積極的に行い、2013年12月に
韓国・大邱市の招聘により日本から唯一アジア・
オーケストラ・フェスティバルに出演、2014年3
月にはアジア・欧米6か国を巡るワールド・ツアー
を行い国内外の注目を集めた。1989年から
Bunkamuraオーチャードホールとフランチャイズ
契約を結んでいる。また東京都文京区、千葉県千
葉市、長野県軽井沢町、新潟県長岡市と事業提
携を結び、各地域との教育的、創造的な文化交流
を行っている。

 『後宮からの逃走』は1782年、モー
ツァルトが26歳のときに作曲した3幕
からなるドイツ語のオペラ（ジングシュ
ピール）である。彼がこのオペラを書い
たのは、肌が合わないザルツブルクを
離れ、フリーの音楽家としてウィーンに
定住したころである。当時ウィーンには2
つの宮廷劇場が存在したが、そのうちの
ひとつブルク劇場はドイツ国民劇場とし
て名づけられ、演目もドイツ語演劇のみ
に限られた。このオペラはそのブルク劇
場で上演されるために作曲された。

モーツァルトはこのオペラの初演後コ
ンスタンツェ・ヴェーバーと結婚する。ち
なみに、このコンスタンツェは、ソプラノ
歌手アロイジア・ヴェーバー（「2台のピ
アノのための協奏曲」解説で後述）の妹
である。オペラの初演は好評、そしてコ
ンスタンツェと結婚。このオペラが作曲
された時期はモーツァルトにとって幸福
に満ちていた時期といえよう。

さて、『後宮からの逃走』の舞台は18
世紀のトルコ。主人公ベルモンテの恋人
コンスタンツェ（偶然にもモーツァルト
の結婚相手と同じ名前）は、彼女の女中
とともに、海賊にさらわれてトルコに売ら

れ、太守セリムの後宮にいる。ベルモン
テはコンスタンツェを救出するため、彼
の召使いと協力し、2人は再会を果たす
ものの、逃走計画は太守の召使いにみ
つかり失敗に終わる。太守の召使いはす
ぐさま太守に報告。ベルモンテは太守に
許しを請うが、話しているうちに実はベ
ルモンテの父は太守の宿敵であること
が発覚する。ベルモンテらは拷問を覚悟
するが、最終的に太守が下した決断とは、

「ベルモンテらに自由を与え、祖国へ戻
す」という意外なものだった。太守は苦し
みを与える不当な行為に慈しみで報い
れば、悪で返すよりも意味がある、と考え
たのである。最後は慈悲深い太守の徳
を讃え、幕が閉じられる。

序曲は3つの部分（プレスト―アンダ
ンテ―プレスト）からなる。冒頭、ヴァイ
オリンによって軽快な主題が奏され、そ
の後、トゥッティ（全体合奏）となるが、こ
こでは、ピッコロ、大太鼓、トライアング
ル、シンバルも含まれており、響きはトル
コ風である。アンダンテでは第1幕第1場
のベルモンテのアリア「ここできみに会
えるはずだ」の冒頭と同じ旋律が使用さ
れているが、アリアでは長調であるのに

《楽曲解説》 解説＝松岡由起

7/12　第866回オーチャード定期演奏会

東京フィルハーモニー交響楽団
Tokyo Philharmonic Orchestra

©Clive Barda

モーツァルト（1756-1791）

歌劇『後宮からの逃走』序曲 K. 384 （316a）
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http://www.tpo.or.jp/
https://www.facebook.com/TokyoPhilharmonic https://twitter.com/tpo1911

公式ウェブサイト
Official Website
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楽曲解説 / Program Notes

モーツァルトは、複数台のピアノ協奏
曲を含め、全部で23曲のピアノ協奏曲
を残しているが、それらはザルツブルク
時代（6曲）とウィーン時代（17曲）に作
曲され、本作品はザルツブルク時代最後
のピアノ協奏曲とされている。

本作品はマンハイム・パリ旅行後の
1779年、モーツァルトが23歳のときに
作曲されたと言われている（五線紙研究
により、75～77年作曲の説もある）。マ
ンハイム・パリ旅行はモーツァルトが大
嫌いなザルツブルクから離れ、新天地
での就職活動を目的とした旅行であっ
たが、結局は上手くいかずに終わってい
る。しかし、この旅行では、例えばマンハ
イムにてクラリネットを伴った管楽器の
効果について学んだり、ソプラノ歌手の
アロイジア・ヴェーバーに恋心を抱いた
り、そしてこの旅行に同行していた母を
亡くしたりと、モーツァルトの成長を促
すような様々な経験がなされたようであ
る。

旅行からザルツブルクに帰郷後、モー

ツァルトは宮廷オルガン奏者となるが、
やはりモーツァルトにとってザルツブル
クは変わらず居心地の悪い場所であっ
たという。

彼の複数台のピアノ協奏曲というと、
他に「3台のピアノのための協奏曲（第7
番）」が挙げられるが、その作品は各パー
トのピアノの難易度にばらつきがあるの
に対し、本作品は姉ナンネルとともに演
奏するために作曲されたと言われてい
るためか、演奏技術において第1ピアノ
と第2ピアノは同程度の難易度である。

なお、本作品が作曲された前後には、
「ピアノとヴァイオリンのための協奏曲」
と「ヴァイオリンとヴィオラのための協奏
交響曲」も成立しており、本作品を作曲
した時期のモーツァルトは、パリで知っ
た二重協奏曲の効果に関心を抱いて
いたと言われている。また本作品では、
モーツァルトのピアノ協奏曲において、
初めてファゴットが使用された。
第1楽章　変ホ長調、4分の4拍子、ソ

ナタ形式。冒頭は力強い第1主題で始ま

［楽器編成］ 独奏ピアノ（クラヴィーア）2、オーボエ
2、ファゴット2、ホルン2、弦楽4部

る。管弦楽が落ち着くと、2台のピアノが
第1主題を変奏して登場。その後は第1
ピアノと第2ピアノが交互に対等な関係
で音楽を作り出していく。展開部では第
1主題は登場せず、副主題が主体であ
る。再現部では第1主題が回帰するも主
題後半が短調になっており、冒頭と趣が
異なる。
第2楽章　変ロ長調、4分の3拍子、3

部形式。ヴァイオリンによるゆったりとし
た第1主題で始まり、その後その主題を
第2ピアノが引き継ぐ。中間部で悲しげ
な調べが奏されたのち、第1主題が再現

される。
第3楽章　変ホ長調、4分の2拍子、ロ

ンド形式。ヴァイオリンによる軽快なロン
ド主題から始まり、その後第1ピアノが
副主題を奏で、つづく第2ピアノが1オク
ターヴ下で同じく副主題を繰り返す。中
盤では短調へ転じ、2台のピアノに現れ
る三連音符の旋律と16分音符のトレモ
ロが緊張感を高めていく。その後はロン
ド主題が回帰する。

チャイコフスキーは19世紀ロシアの
作曲家。法律の道に進み、法務省の役人
になるが、22歳でペテルブルグ音楽院
に入学し、役所勤めと音楽院を掛け持ち
する。翌年、法務省を辞職し、音楽の道
に専念。卒業後は、モスクワ音楽院で教
鞭をとりながら、作曲家としての人生を
歩み始める。

チャイコフスキーは、同時代のロシア
の作曲家、例えば『展覧会の絵』を作曲
したムソルグスキーや『シェエラザード』
を作曲したリムスキー＝コルサコフらロ
シア五人組を民族派と称するのに対し、

その洗練された作風から西欧派と位置
付けられることが多い。

チャイコフスキーの交響曲は、『マンフ
レッド交響曲』を除くと、6つ存在する。

交響曲第6番『悲愴』は1893年2月に
着手され、同年8月に完成されたチャイ
コフスキー最後の交響曲である。作曲者
自身の指揮によって同年10月に初演さ
れるが、その9日後、チャイコフスキーは
53歳で急逝してしまう。その死因は今ま
で様々な議論がなされてきたが、今日で
はコレラによるとする説が有力である。

タイトルの『悲愴』は、従来、弟モデス

対し、このアンダンテは短調である。アン
ダンテが終わると再び主題が現れ、最
後は明るい響きで締めくくられる。

［楽器編成］ フルート1(ピッコロ持替)、オーボエ2、
クラリネット2、ファゴット2、ホルン2、トランペット
2、ティンパニ、トライアングル、シンバル、大太鼓、弦
楽5部

モーツァルト（1756-1791）

2台のピアノのための協奏曲 変ホ長調 K. 365 (316a)　

チャイコフスキー（1840-1893）

交響曲第6番 ロ短調 『悲愴』 作品74
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を分け合うことで構成されているのであ
る。中間部では第1主題と共通して下行
音型からなる第2主題が弦楽器に登場
するが、ニ長調であるゆえ、悲しげでは
ありながらも温かさを併せ持った響きで
ある。やがて金管楽器が加わり小さなク
ライマックスを迎えると、第1主題が繰り
返されるが、ここではヴァイオリンIのみ
によって楽章冒頭よりもはっきりと奏さ
れる 譜例2 。ホルンのゲシュトップトの
つぶれたような響きが聴こえてくると本
楽章最大のクライマックスを迎える。終
盤に向かうにつれ曲はだんだんと絶望
へと向かっていき、最後は弦楽器が低音
を響かせながら、「pppp」で消え入るよう
にして終わりを告げる。

楽曲解説 / Program Notes

まつおか・ゆき（音楽学）／桐朋学園大学、慶應義塾大学大学院修士課程（美学美術史学専攻、音楽学）を経て、
現在同大学大学院博士課程在籍および国立音楽大学音楽研究所研究員。専門はバーンスタインをはじめとす
る20世紀アメリカ音楽。

トによるものと言われてきた。チャイコフ
スキーは初演後モデストにこの交響曲
にふさわしい標題について相談してお
り、モデストは最初『悲劇的』を提案した
がチャイコフスキーが納得せず、その次
に提案した『悲愴』が採用されたという。
しかし、よく知られているこのエピソード
は、今日ではモデストによる創作という
説が濃厚である。最近公表されたユルゲ
ンソーンからの9月の手紙に“悲愴”の言
葉があり、作曲者自身がタイトルを付け
た可能性が高い。

ちなみに、この『悲愴』の原題は“パテ
ティーチェスカヤ”（ロシア語）であり、そ
の意味は悲愴というよりは“情熱的”“感
動的”である。つまり、『悲愴』という日本
語訳にみられる“悲しい”といったニュア
ンスは原語にはない。ただ、『悲愴』とい
うタイトルはこの作品の特徴を端的に表
しているといえよう。

第1楽章　ロ短調、4分の4拍子、序奏
付きソナタ形式。コントラバスの半音階
下行の上で、ファゴットが陰鬱な旋律を
奏でる。この旋律に示されるように、序奏
は重々しい雰囲気に支配されている。提
示部に入ると、序奏の旋律に基づいた
第1主題がヴィオラにより登場するが、
序奏よりも幾分リズミカルである。だん
だんと緊張感を帯び劇的な方向に進ん
だかと思うと、今度は解放感にあふれた
穏やかな第2主題がヴァイオリンとチェ
ロに現れる。この第2主題は最終的に木
管楽器が受け継ぐが、「pppppp」という
指示があるように静かにおさまる。そう
かと思うと突如大音量で全楽器が鳴り
響き、速度を上げ、展開部に入る。展開
部では主に第1主題が展開される。劇的
なクライマックスを迎えたあとは再現部
にて第2主題がたっぷりと情感込めて歌
われ、そのまま穏やかに締めくくられる。

［楽器編成］ フルート3（3番はピッコロ持ち替え）、
オーボエ2、クラリネット2、ファゴット2、ホルン4、ト
ランペット2、トロンボーン3、テューバ、ティンパニ、
大太鼓、シンバル、タムタム、弦楽5部

ヴァイオリンⅠ

ヴァイオリンⅠ

ヴァイオリンⅡ

第2楽章　ニ長調、4分の5拍子、ワル
ツを感じさせる楽章。4分の5拍子はあ
まり馴染みのない拍子設定のように思
われるが、ロシアの民謡にしばしば出て
くる拍子であるという。冒頭、軽やかに
チェロが旋律を奏で、その後は様々な楽
器がそれを引き継ぐ。中間部はロ短調へ
と変化。ティンパニが規則正しく拍を刻
む上で、フルートとヴァイオリンとチェロ
が不安気で寂しげな下行の旋律を奏で
る。再現部では冒頭の旋律が回帰し、静
かに終わる。
第3楽章　ト長調、4分の4拍子（8分

の12拍子）。ヴァイオリンによる細かな
スタッカート音型で始まり、途中からは
行進曲風の旋律があらわれる。これら性
格の異なる音楽が交互に登場すること
でこの楽章は構成されている。最後は力
強く閉じられる。
第4楽章　ロ短調、4分の3拍子。この

楽章に至っては、まず冒頭のオーケスト
レーションの巧みさに注目されたい。本
楽章は、「ファー・ミ・レ・ドー・シ・ドー」
という極めて哀切な響きを持つ下行の
第1主題から始まるが、これにはある仕
掛けが隠されている 譜例1 。ここでは、
ヴァイオリンIとヴァイオリンIIが第1主題

譜例1

譜例2

第4楽章 冒頭

第4楽章 再現部
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